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学会の役割と力
──コロナ禍初期において電子情報通信学会
データ工学研究専門委員会を起点とする
研究コミュニティが500人を超える
オンラインシンポジウムを開催──
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Engineering Group Started Big Cyber Symposium with More

than 500 Participation Very Early during COVID-19 Era
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1．本会・データ工学研究専門委員会が
生み出したDEWSを発端とする
ワークショップが先頭を切る

2020 年 3 月 2，3，4 日と，データ工学と情報マネジ
メントに関するフォーラム（DEIM）と名付けたワーク
ショップが全てオンラインで開催された．563 人の参加
者があった．3 月当初に 500 人を超える規模のオンライ
ン学会は小生の知る限りにおいてはほかには知らない．
もっとも，学会主催のワークショップの日程はおおよそ
一年前には決まっているため，特段早さを競うものでは
なく，たまたまにすぎない．小生は日本データベース学
会というやや小ぶりな学会の会長を現在仰せつかってい
るが，2 月の中旬に，DEIM 開催の責任者を務める先生
から，中止するかの相談があった．まだ，コロナの受止
めはそれほど深刻でもない時期であったが，小生は武漢
で教鞭をとっている卒業生から状況情報も得ており，
600 名近くのワークショップは今でいう密でもあり，通
常の合宿形式での開催はあり得ないと即断した．一方
で，若い頃を思い出すと，緊張する初めての学会発表の
経験は何にも増して貴重な経験であり，コロナでそれが
できなくなることは極力避けるべしと考え，「オンライ
ンに踏み切ろう！」と発破をかけた．今でこそ，Zoom
やWebEx はよく利用され誰もが知っているが，当時は

研究者のほとんどが使ったことさえなかったと言える．
未経験領域とは言え，IT 系の研究者が挑戦しないで誰
がやる？ と考え，DEIM の若手研究者にエールを
送った．国立情報学研究所（NII）がそのライセンスと
大きな会議室を提供するとともに，NII の若手研究者も
一緒になって 10 日余りの超短期間でオンラインシンポ
ジウムの実現に挑戦することとなった．規模を大きくし
ながら何度か試行錯誤しつつ，会議に参加する学生や教
官がボランティアとして練習にも参加し，実際には
DEIM のオンライン開催は大過なく実現することがで
きた．会議開催中，メディアを含め多くの見学者があっ
た．中でも五神東大総長は，DEIM の現場を見学した
ことを後に振り返り，これなら講義の遠隔化はできるの
ではないかと感じられたと述べておられる(1)．また，
DEIM の直後に全国大会を開催する情報処理学会の江
村会長は学会事務職員と 2日間も見学に来られた．とり
わけ，いろいろな大学の研究室を結んだオンライン懇親
会も一緒に堪能され，楽しいひと時が忘れられない．
さて，この DEIM の元は DEWS（データ工学ワーク

ショップ）という名称で，電子情報通信学会データ工学
研究専門委員会が 1990 年に始めたものである．30 年の
歴史を有する研究集会である．図 1に示すように，年と
ともにその参加者は増え，2019 年には 700 人近くまで
に至った．現在は，本会に加え，情報処理学会データ
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ベース研究会，日本データベース学会の三つの学会が一
緒になって運営している．小生も 25 年ほど前に専門委
員長を務め，DEWS を開催した．その当時は 1 トラッ
クであったが，今日のDEIMは 10 トラックにも成長し
ている．

2．成功の秘訣は学会における
研究コミュニティの力

聴衆も，発表者も，座長も，座長のアシスタントも全
員サイバー空間にいながらにして学会がこれほど，容易
に実現できることに，皆大きな衝撃を覚えた．また，思
考のリセットの重要性を強く認識した．これまで，大学
の教官の頭痛の種である学生の旅費を実質的になくする
ことができると体感できた．もちろん対面の良さは圧倒
的に大きい．しかし，子育てをしながら，介護をしなが
らでも参加，発表することが実現できるという当然と言
えば当然のことを実際に行えることが分かった．もう後
戻りはできないであろう．コロナ期の貴重な経験であっ
た．
成功の秘訣は？ と聞かれると，30 年をかけて少し

ずつ学会で作り上げた輪の力と言えよう．コロナの危機
的状況の中で一致団結するパワーを見せつけた．全員が
積極的に助け合いの精神を発揮した．「学会とは組織の
垣根を乗り越えて互いに助け合う極めて貴重な場である
ことを再認識した」次第である．学会の役員をする中
で，最も寂しく感じるのは，理事に推薦されながら辞退
される先生がそこそこの数おられるという事実である．
大学が法人化され，大学間の競争が激化した．「自分の
大学のため」が，「自分の研究コミュニティのため」よ
りも大きな意味を持つようになっているのやもしれな
い．あるいは，余りに業績主義が行き過ぎ，トップカン
ファレンス，あるいはグローバリズムを過度に重要視

し，国内の学会活動を軽視する傾向が見え隠れするのは
残念極まりない．国内学会は若手育成のためにも，非常
に重要であり，その活動を通して強い絆が育まれると感
じる次第である．DEIM はその大切さを示してくれた
とも感じ取れる．
ちなみに，中国の CCF（China Computer Federa-

tion）という中国最大のコンピュータ学会に連絡したと
ころ，春節以降，大学は既に完全にオンラインであるも
のの学会という大きなシンポジウムのオンライン化は聞
いたことがないとのことであった．CCF が知らないと
いうことは中国の非情報系でも例がないだろうと言わ
れ，存外，世界的に見ても相当初期であったかもしれな
い．

3．高等教育を止めてはならない．
そのためには遠隔講義を支援しなくてはと
始めたシンポジウム

前記の経験を経て，IT 屋の果たす役割は大きく，率
先して多様な試みをすべきであると考えている．例え
ば，当時，DEIM の後，情報処理学会，電子情報通信
学会の大会はオンラインで実現できたが，IT 以外の学
術分野における多くの学会のシンポジウムは中止された
との報道がある．すなわち，「やればできる」というこ
とを示すことだけでは不十分で「やり方を丁寧に伝授す
ることが大切」であることが分かった．
NII は 7 大学，AXIS と一緒になり，「4 月からの大学

等遠隔授業に関する取組状況共有サイバーシンポジウ
ム」を 3 月 26 日から開始することとした．高等教育を
コロナ禍においても継続すべく，情報基盤センター長の
先生方と相談して取組みを開始した．答えがあるわけで
もないことから，あくまでも情報共有の場でしかないこ
とをはっきりとお伝えした．3 月末から 4 月にかけて，
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図 1 DEWS-DEIM参加者数の推移



大学で ICT 基盤を支援する職に従事する教職員はほと
んど寝る間もない忙しさであったが，その頑張りによ
り，海外の一流大学に一切に遅れなく，日本は遠隔授業
を導入できたと言って過言ではない．もちろん，あちこ
ちでぎくしゃくする障害も起きた．メディアが大学の
ちょっとした失敗を大きく取り上げるのに対し，我々の
役割は，「ドンマイ，ドンマイ」と現場を応援すること
だったのかもしれない．毎回，本会のメーリングリスト
を利用させて頂き，開催をお伝えし，実際，多くの会員
に参加頂いており既に御存じの方々も多数おられるかと
思う．既に 24 回を数えるが，毎回，約 10 個の短い講演
（10 分少々）を設けているため，既に 240 程度の講演を
して頂いたことになる．通常の簡単なアンケートでは知
り得ないいろいろな経験知が蓄積されてきた．
例えば，ほとんどの大きな大学での学生へのアンケー
ト結果は，先生がオンラインで講義してくれるのがうれ
しいという結果がマジョリティになる．オンデマンドは
通信状況が悪いときに限って利用するものと理解されて
きた．確かに頷ける結果である．しかしながら，オンデ
マンドの録画が良いという金沢大学の学生に国大協のシ
ンポジウムで出会い，我々の場でも講演をしてもらっ
た．再生速度を上げて視聴したいので，是非オンデマン
ドを利用したいというのである．速読と似た手法とも言
えよう．それによって生まれた時間で，難しいところを
繰り返し聞いたり，他の講義を聴けると言う．どんな過
酷な状況においても，たくましく生き抜く学生の姿が見
いだせた．多数派を見るだけでなく，ロングテイルも
しっかりと拾い上げる必要がある．もちろん，種々の事
情で学習が思うように進まない学生にもしっかりと寄り
添うべきであることは言うまでもない．オンライン授業
を実施する中で LMS（Learning Management System）
なるソフトウェアが広く利用されるようになったことは
特筆に値する．LMS のログを活用することにより，学
習の遅れを容易に検出できることも多々報告された．こ
れにより，優しい呼び掛けが可能となりいろいろな取組
みが計画・実施されつつある．
もう一つ事例を挙げよう．オンライン授業では，対面

授業に比べ，学生からの質問が増えるという事実であ
る．同様の体験をされた先生も多いと思う．ただ，これ
は，プライベートチャットの利用が多いという報告が
あった．全員が見ている前で質問するのが恥ずかしく，
勇気が必要であり，最近の学生は他の学生には知られな
い形で質問したいという気持ちが強いという．もちろん
個別対応には時間が掛かり大変であるのも事実であろ
う．しかし，IT が可能とする価値を垣間見ることがで
きた．これと類似の現象が不登校の学生にも言えること
が報告された．対面環境には行けないがオンラインでは
とても積極的に参加可能となるという報告であった．
よく考えてみると，いずれも，ポストコロナにおいて

も積極的に取り入れるべき知見であることに気付く．例
えば，不登校の生徒に対してはコロナ後もオンラインを
是非継続したいと伺った．
このような新たな教育スタイルを実現するには多様な
ICT，すなわち，電子情報通信学会が得意とするツール
の開発が不可欠と感じる次第である．本会の活躍の場で
はなかろうか．
なお，我々のシンポジウムに関しては，全ての資料，

録画をオープンに利用可能としており，いつでも視聴可
能である．

4．プラットホーマとしての学会に
なるべきではないか？

小生が本会副会長を務めていた 2008 年会誌巻頭言で
「先端的 ICT を駆使するプラットホーマ学会を目指
す？｣(2)なる記事を執筆したことを思い出した．取り分
けコロナ禍において，デジタル庁をはじめ，急に ICT
化，すなわちDX（Digital Transformation）が各所で騒
がれることとなったが，本会を含め ICT をその対象と
する学会への期待は著しく大きくなったと言えるのでな
いだろうか？
DXというバズワードを本会が積極的に利用するかど
うかは別として，ICT 化を推進するリーダシップを発
揮すべきであることは論をまたない．小生が副会長を拝
命したとき，小生が行った仕事は大したことはないが，
唯一その後にお役に立ったのではと想像することは，神
谷町の学会本部にテレカンを導入したことである．当
時，通信環境が余りに貧相で「これでは紺屋の白袴で
は！」と理事会で発言した．会長であられた吉田進教授
も強く応援して下さり実現したのを思い出す．極めて単
純なDXであった．
正にコロナ禍で我々は，ICT が必ずしも得意でない

学会に対して，多様な支援やサービスを提供するべきで
はないかと感じる．プラットホーマ学会を今風に言うな
らば，「学会のアマゾンになろう！」と言えよう．
実は昨年 VLDB という我々データベースの分野では

一流の国際会議を東京で開催する予定であったが，急
きょオンライン開催となった．小生は既に老人で，名誉
委員長にすぎず，大きく活動ができなかったが，会議
ツールと管理を仕切るベンダは日本企業ではなかった．
こういうときこそ日本の ICT の底力を海外にアピール
すべきであったようにも感じた．IEEE の福田会長にお
伺いすると，IEEE の収益はコロナ禍で上がっていると
のことである．ツイッターも LINE も通常の国内・国際
回線も，対面で話ができない分，ボリュームは増加して
いる．通信関連技術者の出番である．まずは，国内から
学術コミュニティ（他の非 ICT 系学会）の学会活動を
本会が ICTで支援することは王道であろう．
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5．FAXの何が悪い？

正しい情報の発信も学会の重要な役割である．保健所
からの連絡に FAXが利用された際，日本のディジタル
化の遅れをメディアが大きく報道した．非常に忙しいと
き，手書きにまさるものはない．FAX の利用は極めて
妥当である．問題はその後でよいのでディジタル化する
ことを忘れないことである．歴史的に見ると，FAX の
開発に日本は大きく貢献した．コロナ禍を乗り越える
ICT はそれほど最先端でなくてもいいのではないかと
思う．余りに多様な技術が生まれその選択が容易でない
時代となった．学会は真摯に社会と会話し，分かりやす
い技術観を伝えることも期待されよう．ICT 系学会の
役割が著しく拡大したと感ずる．
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